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建築学コース

設計演習Ⅰ

各講師が担当する班毎に、異な

る課題が出題され、学生は受講

する班を選択する。

以下に、各班の課題を示す。

――――――――――――――

３年１組

担当＝関澤　勝一
（P.44, 45）

【第１課題】

今、小学校建築は……。
学校建築、特に小学校建築は変

わりつつあり、従来の「型」に

はまった建築は急速に消え去ろ

うとしています。その原因は、

学校が社会に対してもつ役割が

変わろうとしているからであ

り、学校自身としても児童の学

習方法や教師の教える方法が根

本的に見直されているからで

す。第二次大戦後にRCで建て

られた小学校建築は、今、全面

的な見直しに迫られています。

設計対象とする小学校は自由で

すが、できれば自分が６年間過

ごした小学校の一部保存を含め

た改築はテーマとしては最適だ

と思います。

【第２課題】

こどもはどこで遊んだらよ
いのか……。
高齢社会は同時にこどもが少な

い少子社会のことです。現在こ

どもの数が少ないのは種々の原

因がありますが、こどもが安心

して保育される場が少ないから

です。幼稚園とか保育所は、今

から40年以上も前の社会に対

応してつくられたものです。現

在では女性の社会進出により、

新しいタイプの「こどもの家」

が必要とされ、現実につくられ

ています。こどもにとって「遊

び」は学習であり、生活そのも

のです。新しいこどもの空間を

創造して下さい。

――――――――――――――

担当＝若色　峰郎
（P.46, 47）

【第１課題】

生涯学習の拠点
生涯学習の場としてつくられて

きたコミュニティセンターは、

各自治体の地域特性を生かし、

既存の周辺施設との関連でつく

られるケースが多く、その施設

内容も多様である。また、施設

形態をみても複合化の傾向にあ

るといってよいであろう。その

一方で週休二日制の導入による

余暇時間の増大・高齢化等に伴

って、世代を越えた各種サーク

ル活動も活発化してきている。

そこで今回は地域生活に密着し

た気軽に利用できて親しみやす

い文化活動の場とは何かを考え

る。各自でプログラムを考え、

それに見合う空間づくりを目標

に取り組んでほしい。

【第２課題】

シティ・スポーツのための
空間
これまでの地域スポーツ施設

は、スポーツ経験のある人、健

康な人（若者中心）のものが多

く、施設をみても、団体利用の

ためのスポーツ空間が大半を占

め、日常トレーニング型のスポ

ーツ空間はごく一部に設けられ

ていた。しかし、高齢化や、健

康への関心の高まりなどを背景

にスポーツレベルの低い子供や

老人も自由に参加し、スポーツ

よりもレクリエーション感覚で

利用できる施設が求められよう

としている。

そこで、スポーツとグループ・

個人、スポーツと健康、スポー

ツとレクリエーション等につい

て考え、その上で、スポーツの

メニューを各自が想定し、その

受皿となる新しいスポーツ空間

の提案をしてほしい。

――――――――――――――

担当＝曽我部　昌史
（P.48, 49）

【第１課題】

東京公園計画
新しく都市公園をつくる計画で

す。公園と言っても日比谷公園

とかの大きなものをイメージす

る必要はありません。よくある

「公園」のつくられ方にとらわ

れることなく、新しい公園の形

式を考えてみて下さい。既にあ

る公園のリメイクでもいいし、

都市に既にある外部空間や建築

に手を加えるようなことも考え

られるでしょう。公園をつくる

ことが東京のランドスケープに

かかわること、そして公園や公

園を構成しているすべての要素

が周辺の環境との積極的な関係

をもつことが条件です。

①まず、自分にとって公園が

「どういう場所であってほ

しいか」を考えます。

②そのために最も適した場所を

探します。

③すでにある都市のさまざまな

要素との関係を読みとり、そ

の関係をもとに自分にとって

の理想的な公園を構想して下

さい。

【第２課題】

団地再生計画
昭和30年代に建てられた都内

にある公団住宅の再生計画で

す。どこにでもありそうな、い

わゆる団地と呼ばれるような建

物で、建築としての保存が大き

な意味をもつようなものではあ

りません。再生計画なので既存

の建物を壊さず、基本的な構造

をそのまま利用することが条件

です。そこの場所に合ったプロ

グラムを提案するところから始

めるという意味では、都市計画

的な性格ももつことになるでし

ょう。

①その場所がどうなるべきかを

都市計画や景観の視点で考え

ます。元が団地だからといっ

て、必ずしも集合住宅である

必要はありません。

②再生後の建物の機能をイメー

ジします。外構部分などに新

たに建築を設けることも考え

られます。

③もともとの建物の要素・スペ

ース・用途などを取り除いた

り、逆に新しくつけ加えるこ

とで、再生後の建物を完成さ

せます。

――――――――――――――

担当＝西沢　立衛
（P.50, 51）

【共通テーマ】

近年、いわゆる新興住宅地とい

うものが東京だけでなく地方都

市にも、大規模なスケールで増

えてきています。それらは、山

や谷といった自然の地形を造成

することによって突如として出

現する場合が多く、人工的に作

られたフラットな地盤の上を、

均質な区画グリッドが無限に広

がってゆくような人工的なエリ

アであると言えます。本課題で

は、近年特に顕著であり、これ

以降もより極端化するであろう

と思われる、住宅地という広大

かつ均質な環境を背景に、どの

ような空間の提案がありうるか

ということを、テーマとしたい

と思います。今回の課題では、

住宅地という環境の中でもっと

もパブリックなものであろうと

思われる公園と、もっともプラ

イベートなものであろう住宅と

の二つを、課題とします。

【第１課題】

ニュータウンの公園
無限に広がってゆくかのような

住宅地の中に、公園を計画する

という課題です。周辺はまった

く同形の敷地がひたすら反復し

てゆくような分譲住宅地で、そ

の中に別図のように公園用地が

与えられています。ふつうこう

いった地域の公園というと、子

供が遊ぶための遊具セットが配

されて終わりというのが常です

が、ここではそういう公園でな

く、均質な住宅地の中にも新し

い快適性をもたらしてくれるよ

うなオープンスペースを設計し

てほしいと思います。自然に満

ちた公園でもよいし、人工的な

装置だけで作られた公園でも構

いません。ただし、少なくとも

周辺の人々に対して開かれた、

公共性の高いスペースで、いつ

でも出入り可能で、訪れる不特

定多数の人に休息や快適を提供

することのできる空間であるこ

とが必要です。

【第２課題】

ニュータウンの住宅
第一課題と同じ住宅地の中で、

住宅を設計するという課題で

す。周辺には自分の敷地と全く

同形の敷地が同じような採光条

件で同じような接道状況で無数

に並んでいます。それらは北欧

風の家もあれば和風の家もあり

といったように、世界中のいろ

いろな様式が立ち並んでおり、

あたかも住宅展示場のような人

工的な環境をつくり出していま

す。こういった環境の中で、ど

のような住宅を考えればよいか

という課題です。家族構成は自

由で、延床面積も自由として、

クルマ一台分の駐車場と主寝室

と子供室とリビングと浴室とト

イレとキッチンなどの標準的な

室を持った住宅を設計して下さ

い。

――――――――――――――

担当＝吉田　博
（P.52,53）

【第１課題】

自然の中のシティ･スペース
〈自然とのかかわりを持つ建築

空間の提案〉

情報化は信じられないスピード

で我々を取り囲み、この環境の

中で人々は、自己の発見・発表

の場そして人間性の回復の場を

探しています。

緑のなくなった都市（シティ）

の広がりの中において、わずか

に残された自然に対し、建築と

自然のかかわりあいを目的とし

た空間づくりが第一のテーマ

です。

そして空間づくりのために、建

築の内容・目的・考え方に対

し、意志を持った建築のプログ

ラムをつくること、そして、空

間デザインの表現を行うこと

が、第二のテーマです。施設

（自己の発見・発表そして人間

性回復の場）の考え方は都市

（シティ）・文化・社会に対し、

各自がまとめることになります

が、活動（文化的・研究的・商

業的……）とやすらぎを持つこ

とを条件とします。

敷地設定は東京近郊の自然環境

が保たれている場所とします。

【第２課題】

シティ・コンプレックス・
スペース
〈都市を考え、これから必要な

都市建築空間の提案〉

我々は都市に住まい、生活して

います。生活のしかたは一人一

人異なり、都市（シティ）との

つきあい方も当然異なっている

はずです。

そこで、実際の「まち」を歩い

て、そのまちのコンテクストを

捕らえ、まちに必要なもの、改

善すべきものを感じとって、都

市環境のあり方を考え、既成の

施設をまず見直します。

３年後期課題
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敷地条件を自分なりに整理し、

社会的に必要と思われる施設内

容を自分で決定・構築し、自ら

の設計条件（プログラム）とし

ます。

この作業は、社会と自己との根

底のかかわり合いをさぐること

と考えています。バラエティに

富んだ新鮮な切り口、またコン

セプトを発展させた建築の提案

を期待します。

敷地は、商業・住居が混在する

活動的な原宿を設定します。

――――――――――――――

３年２組

担当＝高宮　真介
（P.54, 55）

【第１課題】

建築とランドスケープのイ
ンタラクション
─屋上庭園─

屋上庭園は、1926年ル・コル

ビュジエによって「新建築の５

原則」のなかの１つに取りあげ

られ、近代建築の重要な言語と

して提案されましたが、半世紀

近いその歴史の中で、ピロティ

や連続窓のようには広く認知さ

れることはありませんでした。

しかし世紀末の現代にあって、

空中庭園や人工地盤といった屋

上庭園の発展系が、建築とラン

ドスケ─プの間に新しい関係を

もたらすものとして注目されて

います。これは建築とランドス

ケ─プがFigure/Groundとい

う一元的でなく、多元的に関係

しあうことによって、そこに新

しい都市的な風景を生み出す可

能性が期待されるためだと考え

られます。また熱負荷低減の断

熱効果や、夏期のヒ─トアイラ

ンド現象の低減などのエコロジ

カルなメリットも期待されま

す。以上のような趣旨を理解し

たうえで、第５のファサ─ドと

しての屋上庭園をもった建築の

提案を求めます。なお庭園の解

釈は、既成概念にとらわれるこ

となく自由に発想をして下さ

い。またプログラムと場所は各

自が設定して下さい。

【第２課題】

建築と都市のインタラクシ
ョン
─駅─

大都市における駅は乗物の乗降

という単純な機能では括れなく

なっています。また改札口から

乗降する場所までが駅という概

念も大きく変りつつあります。

地下街につながる駅は、どこか

らどこまでが駅と呼んでいいの

か分からなくなってきています

し、主要な駅では乗り換えのコ

ンコ─スなどの空間が、むしろ

駅と呼ばれる場所のような感じ

がします。つまり大都市の駅に

おいては、「都市の中に駅」が

あると同時に「駅の中に都市」

があるという、文字通り建築と

都市のインタラクションが起こ

りつつあるといえます。また駅

は、橋梁や隧道から建物まで、

建築と土木のデザインの接点と

いう意味でも非常に興味ある場

所であるといえます。以上のよ

うな都市的な状況を理解した上

で、既存の駅の改築または増築

の提案を求めます。なおここで

いう駅は、空港やバスタ─ミナ

ルのようなものまで含むことと

します。第１課題同様、プログ

ラムと場所は各自が設定して下

さい。

――――――――――――――

担当＝アストリッド　クライン
（P.56, 57）

【第１課題】

パビリオン
イベント、フェスティバル、祭、

トレードショウなど、それがど

んな期間でいつ行われるか各自

で設定し、その開会式のための

メインパビリオンをデザイン

する。

パビリオンの姿とともに、いつ

までたってもそこに訪れた楽し

いときが思い出されるようなも

のにしてほしい。期間限定、仮

設であることは普段の設計とは

違ったさまざまなチャンスや楽

しみがあるに違いない。それを

十分に引き出してパビリオンを

設計する。

【第２課題】

コレクターズハウス
あるコレクターを設定し、大好

きな収集物に囲まれていたい人

のための空間を作る。場所、新

築・改装などの設定は自由。

このプロジェクトは、ただモノ

を入れるための箱を作るという

ものではない。

コレクターの収集物をいとおし

む気持ちや、執念ともいえる収

集への情熱が、空間と密接に関

係をもっているものにしてほ

しい。

――――――――――――――

担当＝椎名　英三
（P.58, 59）

【第１課題】

私の大学再生計画
君が今、通学している、この駿

河台校舎を新しく考え直してみ

よう。

規模は、最低５号館、広場、９

号館を含むものとし、それ以上

の規模であってもよいものとし

たい。（現実的には困難が伴う

が、ここでは道路上に建築、デ

ッキ等を計画してもよいものと

考えている。）

それを単なる大きな建築として

捉えることもできようが、アー

バンランドスケープ（都市景観）

を配慮した新しい都市的な構築

体として構想することも可能で

あるように思われる。

ルイス・カーンは、“A GOOD

QUESTION IS GREATER

THAN THE MOST BRILLI-

ANT ANSWER”という有名

な言葉を残したが、基本的には、

現状を把握し、それを越えて今

何が問題であるのかを、君自身

が発見することが大切であると

いえるだろう。

新しい建築、スーパーアーキテク

チャーの出現が望まれている。

【第２課題】

礼拝堂・教会もしくは葬斎
場・墓地
建築の本質は空間にある、と私

は思う。建築は物質によって構

成されるが、物そのものではな

く、それらによって囲まれたネ

ガティヴな空間を感じる感覚が

大切なのだ。優れた建築には、

時代を越えて、心の奥底に響く

ような精神性の高い詩的空間が

ある。この課題では、そのよう

な空間を追求してみたい。

具体的には、人の生と死、結び

つきと別れ、そして祈りの場と

しての建築を考えてみた。ラン

ドスケープデザインもその射程

に入れてほしい。宗教について

は、特定のものでもよいし、そ

うでなくてもよいと考えてい

る。何故ならば、宗教を越えて

人々は、神聖なる場、聖なる空

間と出会ったときには、自身の

心の内に、その源泉である清冽

なる泉を見出すことになると思

われるからだ…。

――――――――――――――

担当＝高橋　寛
（P.60, 61）

【共通テーマ】

モダニズム建築の評価と再
生
1950年代初期の近代主義建築

には小品ながら完成度の高いも

のが多く、モダニズムという枠

を超えて現代にも十分に通用す

る建築が多い。

しかし、竣工後約50年を経過

しようとしている現代、機能上

さまざまな問題点が生まれてい

ることも事実だろう。

モダニズム以前のいわゆる様式

主義の建築については、その保

存と再生についてのいくつか実

例があるがモダニズムのそれは

少ない。

ここでは、現役の近代主義建築

を取り上げ、その分析、評価を

通して各自にそのリニューアル

について考えてもらいたい。ま

たその中で、新しい建築のあり

方についても考察を加えてほし

い。

【第１課題】

神奈川県立近代美術館
鎌倉の近代美術館は坂倉準三が

設計し、1951年に完成した。

第１課題ではこの近代美術館の

現状及びその特徴を各自が分

析、評価し、それをふまえて現

代の美術鑑賞にふさわしい内容

になるようにリニューアルする

ことを目的とする。

【第２課題】

神奈川県立音楽堂
横浜の県立音楽堂は前川國男が

設計し、1954年に完成した。

第２課題では当初一体となって

設計された図書館を取り壊し、

ここに小ホール等を計画する。

――――――――――――――

担当＝横河　健
（P.62, 63）

【第１課題】

リノベーション
〈都市（街）の愛すべき古い建築

に命を……〉

新しいプログラムと内部空間に

ついての提案を求める。世界的

な大都市の中で日本の都市部ほ

ど建築の寿命の短い都市もめず

らしいが、それは日本の特殊な

社会構造が建築の本来の寿命と

無関係にスクラップアンドビル

ドを繰り返してきた経済戦争の

結果とみるべきであろう。しか

し、我々はここで愛すべき古い

建築に対して新しい時代に新し

いプログラムを与え、新しい生

命を吹き込まんとするもので

ある。

アートギャラリーを組み込む、

その他HOTEL、レストラン等

自由にプログラムできる。

このプロジェクトは建築に新し

い生命を与えるばかりでなく、

都市の街並みを考え、人々の記

憶を断絶することなく歴史を構

築する試みである。

外観を変えることを禁じている

わけではないが、そもそも、

「その建築を残す」という意味

を失わないように。

【第２課題】

都市型集合住宅
〈「集まって住む」ということの

意味を問い直す〉

日本の住環境は貧しいことは誰

もが分かっている。

それは集合住宅においても例外

ではない。

しかし何が貧しくて、何故貧し

いのか、そして何をすればよい

のかを考え、明らかにし、そし

て、それを改善実行するものが

少ない。

ここでは、都市型集合住宅の新

しいプログラムと新しい提案を

求める。都市生活者にとっての

豊かな住環境とは？　を都市計

画として、街並みとして、また

集住内部の機能や面積において

も新しい提案を求めるもので

ある。敷地は歴史的背景を持ち

ながら商業的にぎわいのあるあ

る場所とする。

――――――――――――――

担当＝松岡　辰郎
（P.64）

【課題】

CAD/CGによる建築の設
計・製図
建築用２次元・３次元CAD/

CGを使って、建築の設計や図

面の作成を行う。

――――――――――――――

担当＝柳田　武
（P.65）

【課題】

CAD/CGによる建築の設
計・製図
建築用２次元・３次元CAD/

CGを使って、建築の設計や図

面の作成を行う。

――――――――――――――

企画経営コース

企画設計製図

【課題】

集合住宅
都市近郊（東京都都心及び周辺

区）において、１ha程度の敷

地を想定し、集合住宅（分譲・

賃貸マンション）を企画・設計

する。

（P.66）


